
　
今
回
、
新
人
技
術
者
の
視
点
か
ら
、
農
林
水
産
省
北
陸

農
政
局
が
新
川
流
域
二
期
農
業
水
利
事
業
の
一
環
と
し
て

進
め
て
い
る
新
川
河
口
自
然
排
水
樋
門
の
更
新
工
事
の
現

場
を
リ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ

て
、
読
者
の
皆
様
に
建
設
業
と
農
林
水
産
業
と
の
深
い
繋

が
り
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
近
年
、
建
設
業
全
体
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が

あ
る
の
か
を
知
る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
働
き
方
改
革

に
よ
る
現
場
で
の
工
夫
や
変
化
に
つ
い
て
も
お
届
け
い
た

し
ま
す
。
か
つ
て
「
き
つ
い
」「
汚
い
」「
危
険
」
と
言
わ

れ
て
き
た
建
設
業
で
す
が
、
現
在
で
は
女
性
も
活
躍
で
き

る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
記
事
を
通
し
て
、
性

別
や
年
齢
を
問
わ
ず
、
建
設
業
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け

を
提
供
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

○
新
川
河
口
排
水
機
場
の
紹
介

　
今
回
ご
紹
介
す
る
工
事
現
場
は
、
新
潟
県
の
中
央
に
位

置
す
る
新
川
の
河
口
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
日
本
最

大
級
の
農
業
用
排
水
機
場
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
新
川
河
口
排
水
機
場
の
役
割
は
、海
抜
０
m
以
下
の
土

地
が
二
割
を
占
め
る
新
潟
の
米
ど
こ
ろ
西
蒲
原
平
野（
流

域
面
積
約
三
五
、〇
〇
〇
ha
、
受
益
面
積
約一九
、五
〇
〇

　は
じ
め
ま
し
て
。

　今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ア
ー
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
鹿
島
建
設
株
式
会

社
入
社
一
年
目
の
吉
田
楓
と
申
し
ま
す
。

　私
は
富
山
県
出
身
で
、
三
重
大
学
大
学

院
を
卒
業
し
専
攻
は
、
農
業
土
木
で
、
た

め
池
の
水
難
事
故
や
頭
首
工
の
維
持
管
理

に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　ま
た
、
野
菜
栽
培
、
農
村
で
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
参
加
な
ど
、
農
業
と
土
木
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
農
業
分

野
に
は
非
常
に
親
近
感
が
あ
り
、
大
学
の

授
業
で
耳
に
し
た
「
一
〇
〇
の
診
療
所
よ

り
一
本
の
用
水
路
を
」
と
い
う
中
村
哲
さ

ん
の
言
葉
が
印
象
的
で
す
。
こ
の
言
葉
が

示
す
よ
う
に
、
農
業
水
利
施
設
は
私
た
ち

の
生
活
を
支
え
る
大
切
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ

り
、
そ
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
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【位置図】

新潟駅

約15
km

新潟県

新川河口
排水機場

新
川
河
口
自
然
排
水
樋
門
の

更
新
工
事
の
現
場
を
リ
ポ
ー
ト

新人技術者新人技術者 現場現場から見た
年目女子社員による日本最大の農業用排水機場インタビュー1

寄稿
ha
）の
主
要
な
排
水
機
能
を
担
っ
て
お
り
、
降
雨
時
に
川
の

水
を
日
本
海
へ
強
制
的
に
排
水
し
、
農
地
だ
け
で
な
く
地

域
の
甚
大
な
洪
水
被
害
を
防
い
で
い
ま
す
。
新
川
河
口
排

水
機
場
は
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い
毎
秒
二
四
〇
㎥ （
φ

四
二
〇
〇
㎜
チ
ュ
ー
ブ
ラ
ポ
ン
プ
×
六
基
）の
排
水
能
力
を

備
え
、こ
れ
は
二
五
m
プ
ー
ル
の
水
を
僅
か一・五
秒
で
排
水

で
き
る
能
力
で
す
。
こ
の
排
水
機
場
の
機
能
に
よ
り
、農
地

及
び
そ
の
周
辺
地
域
が
洪
水
被
害
か
ら
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
自
然
排
水
樋
門
の
役
割
で
す
。
通
常
時
は
、
樋

門
を
開
け
た
状
態
で
運
用
さ
れ
、
大
雨
等
に
よ
り
、
ポ
ン

プ
排
水
に
切
り
替
え
る
場
合
に
樋
門
を
閉
め
、
潮
位
等
の

影
響
を
受
け
ず
に
効
率
的
に
ポ
ン
プ
排
水
を
行
う
た
め
の

施
設
で
す
。

○ 

新
川
河
口
自
然
排
水
樋
門
建
設
工
事
の
概
要

　（更
新
計
画
）

　
自
然
排
水
樋
門
は
一
九
七
一
年
に
完
成
し
、
五
〇
年
以

上
利
用
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
老
朽
化
が
進
行
し
、
ま

た
、
大
規
模
地
震
に
対
応
す
る
耐
震
性
を
有
し
て
い
な
い

施
設
の
た
め
、
今
回
の
事
業
に
よ
り
全
面
的
な
更
新
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
工
事
の
概
要
は
、
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ

タ
イ
プ
全
面
可
動
堰
（
堰
長
六
一・四
m
）、
洪
水
吐
ゲ
ー

ト
（
B
二
三・
二
m
×
H
五・
二
m  

二
基
）、
土
砂
吐

ゲ
ー
ト
（
B
一
〇・
〇
m
×
H
五・
二
m  

一
基
）、
堰
高

五・二
m
、
堰
柱
四
基
、
基
礎
工
（
鋼
管
杭
φ
八
〇
〇
〜

一
一
〇
〇
）、
エ
プ
ロ
ン
工
（
上
下
流
二
四・七
m
）、
付

帯
工
（
護
岸
工
等
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
二
〇
一
九
年
十
二
月
か
ら
工
事
に
着
手
し
、
二
〇
二
三

年
三
月
に
右
岸
側
の
施
工
が
完
了
し
、
現
在
第
二
期
工

事
で
左
岸
側
の
施
工
を
進
め
て
お
り
、
工
事
完
了
は

二
〇
二
六
年
三
月
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
新
川
河
口
自
然
排
水
樋
門
建
設
工
事
の
契
約
方
式

　
現
場
は
住
宅
地
に
近
接
す
る
と
と
も
に
施
工
ヤ
ー
ド
が

狭
い
現
場
条
件
の
も
と
、
仮
締
切
施
工
に
工
夫
が
必
要
な

技
術
的
難
易
度
が
高
い
工
事
の
た
め
、
農
林
水
産
省
に
お

い
て
は
全
国
で
初
め
て
技
術
提
案
・
交
渉
方
式
（
E
C
I

方
式
）
を
適
用
し
た
工
事
と
な
り
ま
し
た
。
E
C
I
方
式

と
は
、
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
注
方
式
の
ひ
と
つ
で
、

実
施
設
計
の
段
階
か
ら
施
工
業
者
が
参
画
し
技
術
協
力
を

行
う
方
式
で
す
。

　
具
体
例
と
し
て
、
既
設
床
版
上
の
仮
締
切
施
工
に
お
い

て
、
構
造
を
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
、
陸
上
で
組
み
立
て
ク
レ
ー

ン
で
沈
設
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

濁
度
が
高
い
河
川
で
の
作
業
環
境
下
で
も
精
度
を
確
保
し
、

水
中
で
の
作
業
も
六
〇
％
低
減
す
る
こ
と
で
き
、
安
全
性

が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
技
術
的
な
取
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、

二
〇
二
三
年
度
学
術
団
体
「
農
業
農
村
工
学
会
」
が
主
催

し
、革
新
的
な
新
技
術
の
提
案
、導
入
等
を
行
い
、学
術
的
、

技
術
的
に
優
れ
た
工
事
等
が
表
彰
さ
れ
る
「
全
国
土
地
改

良
優
良
工
事
等
学
術
技
術
最
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

新川河口排水機場に隣接する自然排水樋門
（右岸側は供用を開始しており、2025年10月現在は左岸側を工事中）
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式
（
E
C
I

方
式
）
を
適
用
し
た
工
事
と
な
り
ま
し
た
。
E
C
I
方
式

と
は
、
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
注
方
式
の
ひ
と
つ
で
、

実
施
設
計
の
段
階
か
ら
施
工
業
者
が
参
画
し
技
術
協
力
を

行
う
方
式
で
す
。

　
具
体
例
と
し
て
、
既
設
床
版
上
の
仮
締
切
施
工
に
お
い

て
、
構
造
を
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
、
陸
上
で
組
み
立
て
ク
レ
ー

ン
で
沈
設
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

濁
度
が
高
い
河
川
で
の
作
業
環
境
下
で
も
精
度
を
確
保
し
、

水
中
で
の
作
業
も
六
〇
％
低
減
す
る
こ
と
で
き
、
安
全
性

が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
技
術
的
な
取
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、

二
〇
二
三
年
度
学
術
団
体
「
農
業
農
村
工
学
会
」
が
主
催

し
、革
新
的
な
新
技
術
の
提
案
、導
入
等
を
行
い
、学
術
的
、

技
術
的
に
優
れ
た
工
事
等
が
表
彰
さ
れ
る
「
全
国
土
地
改

良
優
良
工
事
等
学
術
技
術
最
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

新川河口排水機場に隣接する自然排水樋門
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今
回
、
新
人
技
術
者
の
視
点
か
ら
、
農
林
水
産
省
北
陸

農
政
局
が
新
川
流
域
二
期
農
業
水
利
事
業
の
一
環
と
し
て

進
め
て
い
る
新
川
河
口
自
然
排
水
樋
門
の
更
新
工
事
の
現

場
を
リ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ

て
、
読
者
の
皆
様
に
建
設
業
と
農
林
水
産
業
と
の
深
い
繋

が
り
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
近
年
、
建
設
業
全
体
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が

あ
る
の
か
を
知
る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
働
き
方
改
革

に
よ
る
現
場
で
の
工
夫
や
変
化
に
つ
い
て
も
お
届
け
い
た

し
ま
す
。
か
つ
て
「
き
つ
い
」「
汚
い
」「
危
険
」
と
言
わ

れ
て
き
た
建
設
業
で
す
が
、
現
在
で
は
女
性
も
活
躍
で
き

る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
記
事
を
通
し
て
、
性

別
や
年
齢
を
問
わ
ず
、
建
設
業
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け

を
提
供
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

○
新
川
河
口
排
水
機
場
の
紹
介

　
今
回
ご
紹
介
す
る
工
事
現
場
は
、
新
潟
県
の
中
央
に
位

置
す
る
新
川
の
河
口
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
日
本
最

大
級
の
農
業
用
排
水
機
場
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
新
川
河
口
排
水
機
場
の
役
割
は
、海
抜
０
m
以
下
の
土

地
が
二
割
を
占
め
る
新
潟
の
米
ど
こ
ろ
西
蒲
原
平
野（
流

域
面
積
約
三
五
、〇
〇
〇
ha
、
受
益
面
積
約一九
、五
〇
〇

　は
じ
め
ま
し
て
。

　今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ア
ー
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
鹿
島
建
設
株
式
会

社
入
社
一
年
目
の
吉
田
楓
と
申
し
ま
す
。

　私
は
富
山
県
出
身
で
、
三
重
大
学
大
学

院
を
卒
業
し
専
攻
は
、
農
業
土
木
で
、
た

め
池
の
水
難
事
故
や
頭
首
工
の
維
持
管
理

に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　ま
た
、
野
菜
栽
培
、
農
村
で
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
参
加
な
ど
、
農
業
と
土
木
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
農
業
分

野
に
は
非
常
に
親
近
感
が
あ
り
、
大
学
の

授
業
で
耳
に
し
た
「
一
〇
〇
の
診
療
所
よ

り
一
本
の
用
水
路
を
」
と
い
う
中
村
哲
さ

ん
の
言
葉
が
印
象
的
で
す
。
こ
の
言
葉
が

示
す
よ
う
に
、
農
業
水
利
施
設
は
私
た
ち

の
生
活
を
支
え
る
大
切
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ

り
、
そ
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

新川河口排水機場にて新川河口排水機場にて

【位置図】
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ha
）の
主
要
な
排
水
機
能
を
担
っ
て
お
り
、
降
雨
時
に
川
の

水
を
日
本
海
へ
強
制
的
に
排
水
し
、
農
地
だ
け
で
な
く
地

域
の
甚
大
な
洪
水
被
害
を
防
い
で
い
ま
す
。
新
川
河
口
排

水
機
場
は
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い
毎
秒
二
四
〇
㎥ （
φ

四
二
〇
〇
㎜
チ
ュ
ー
ブ
ラ
ポ
ン
プ
×
六
基
）の
排
水
能
力
を

備
え
、こ
れ
は
二
五
m
プ
ー
ル
の
水
を
僅
か一・五
秒
で
排
水

で
き
る
能
力
で
す
。
こ
の
排
水
機
場
の
機
能
に
よ
り
、農
地

及
び
そ
の
周
辺
地
域
が
洪
水
被
害
か
ら
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
自
然
排
水
樋
門
の
役
割
で
す
。
通
常
時
は
、
樋

門
を
開
け
た
状
態
で
運
用
さ
れ
、
大
雨
等
に
よ
り
、
ポ
ン

プ
排
水
に
切
り
替
え
る
場
合
に
樋
門
を
閉
め
、
潮
位
等
の

影
響
を
受
け
ず
に
効
率
的
に
ポ
ン
プ
排
水
を
行
う
た
め
の

施
設
で
す
。

○ 

新
川
河
口
自
然
排
水
樋
門
建
設
工
事
の
概
要

　（更
新
計
画
）

　
自
然
排
水
樋
門
は
一
九
七
一
年
に
完
成
し
、
五
〇
年
以

上
利
用
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
老
朽
化
が
進
行
し
、
ま

た
、
大
規
模
地
震
に
対
応
す
る
耐
震
性
を
有
し
て
い
な
い

施
設
の
た
め
、
今
回
の
事
業
に
よ
り
全
面
的
な
更
新
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
工
事
の
概
要
は
、
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ

タ
イ
プ
全
面
可
動
堰
（
堰
長
六
一・四
m
）、
洪
水
吐
ゲ
ー

ト
（
B
二
三・
二
m
×
H
五・
二
m  

二
基
）、
土
砂
吐

ゲ
ー
ト
（
B
一
〇・
〇
m
×
H
五・
二
m  

一
基
）、
堰
高

五・二
m
、
堰
柱
四
基
、
基
礎
工
（
鋼
管
杭
φ
八
〇
〇
〜

一
一
〇
〇
）、
エ
プ
ロ
ン
工
（
上
下
流
二
四・七
m
）、
付

帯
工
（
護
岸
工
等
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
二
〇
一
九
年
十
二
月
か
ら
工
事
に
着
手
し
、
二
〇
二
三

年
三
月
に
右
岸
側
の
施
工
が
完
了
し
、
現
在
第
二
期
工

事
で
左
岸
側
の
施
工
を
進
め
て
お
り
、
工
事
完
了
は

二
〇
二
六
年
三
月
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
新
川
河
口
自
然
排
水
樋
門
建
設
工
事
の
契
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方
式
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と
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狭
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切
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工
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工
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技
術
的
難
易
度
が
高
い
工
事
の
た
め
、
農
林
水
産
省
に
お

い
て
は
全
国
で
初
め
て
技
術
提
案
・
交
渉
方
式
（
E
C
I

方
式
）
を
適
用
し
た
工
事
と
な
り
ま
し
た
。
E
C
I
方
式

と
は
、
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
注
方
式
の
ひ
と
つ
で
、

実
施
設
計
の
段
階
か
ら
施
工
業
者
が
参
画
し
技
術
協
力
を

行
う
方
式
で
す
。

　
具
体
例
と
し
て
、
既
設
床
版
上
の
仮
締
切
施
工
に
お
い

て
、
構
造
を
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
、
陸
上
で
組
み
立
て
ク
レ
ー

ン
で
沈
設
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

濁
度
が
高
い
河
川
で
の
作
業
環
境
下
で
も
精
度
を
確
保
し
、

水
中
で
の
作
業
も
六
〇
％
低
減
す
る
こ
と
で
き
、
安
全
性

が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
技
術
的
な
取
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、

二
〇
二
三
年
度
学
術
団
体
「
農
業
農
村
工
学
会
」
が
主
催

し
、革
新
的
な
新
技
術
の
提
案
、導
入
等
を
行
い
、学
術
的
、

技
術
的
に
優
れ
た
工
事
等
が
表
彰
さ
れ
る
「
全
国
土
地
改

良
優
良
工
事
等
学
術
技
術
最
優
秀
賞
」
を
受
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ま
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排
水
に
切
り
替
え
る
場
合
に
樋
門
を
閉
め
、
潮
位
等
の

影
響
を
受
け
ず
に
効
率
的
に
ポ
ン
プ
排
水
を
行
う
た
め
の

施
設
で
す
。

○ 

新
川
河
口
自
然
排
水
樋
門
建
設
工
事
の
概
要

　（更
新
計
画
）

　
自
然
排
水
樋
門
は
一
九
七
一
年
に
完
成
し
、
五
〇
年
以

上
利
用
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
老
朽
化
が
進
行
し
、
ま

た
、
大
規
模
地
震
に
対
応
す
る
耐
震
性
を
有
し
て
い
な
い

施
設
の
た
め
、
今
回
の
事
業
に
よ
り
全
面
的
な
更
新
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
工
事
の
概
要
は
、
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ

タ
イ
プ
全
面
可
動
堰
（
堰
長
六
一・四
m
）、
洪
水
吐
ゲ
ー

ト
（
B
二
三・
二
m
×
H
五・
二
m  

二
基
）、
土
砂
吐

ゲ
ー
ト
（
B
一
〇・
〇
m
×
H
五・
二
m  

一
基
）、
堰
高

五・二
m
、
堰
柱
四
基
、
基
礎
工
（
鋼
管
杭
φ
八
〇
〇
〜

一
一
〇
〇
）、
エ
プ
ロ
ン
工
（
上
下
流
二
四・七
m
）、
付

帯
工
（
護
岸
工
等
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
二
〇
一
九
年
十
二
月
か
ら
工
事
に
着
手
し
、
二
〇
二
三

年
三
月
に
右
岸
側
の
施
工
が
完
了
し
、
現
在
第
二
期
工

事
で
左
岸
側
の
施
工
を
進
め
て
お
り
、
工
事
完
了
は

二
〇
二
六
年
三
月
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
新
川
河
口
自
然
排
水
樋
門
建
設
工
事
の
契
約
方
式

　
現
場
は
住
宅
地
に
近
接
す
る
と
と
も
に
施
工
ヤ
ー
ド
が

狭
い
現
場
条
件
の
も
と
、
仮
締
切
施
工
に
工
夫
が
必
要
な

技
術
的
難
易
度
が
高
い
工
事
の
た
め
、
農
林
水
産
省
に
お

い
て
は
全
国
で
初
め
て
技
術
提
案
・
交
渉
方
式
（
E
C
I

方
式
）
を
適
用
し
た
工
事
と
な
り
ま
し
た
。
E
C
I
方
式

と
は
、
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
注
方
式
の
ひ
と
つ
で
、

実
施
設
計
の
段
階
か
ら
施
工
業
者
が
参
画
し
技
術
協
力
を

行
う
方
式
で
す
。

　
具
体
例
と
し
て
、
既
設
床
版
上
の
仮
締
切
施
工
に
お
い

て
、
構
造
を
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
、
陸
上
で
組
み
立
て
ク
レ
ー

ン
で
沈
設
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

濁
度
が
高
い
河
川
で
の
作
業
環
境
下
で
も
精
度
を
確
保
し
、

水
中
で
の
作
業
も
六
〇
％
低
減
す
る
こ
と
で
き
、
安
全
性

が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
技
術
的
な
取
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、

二
〇
二
三
年
度
学
術
団
体
「
農
業
農
村
工
学
会
」
が
主
催

し
、革
新
的
な
新
技
術
の
提
案
、導
入
等
を
行
い
、学
術
的
、

技
術
的
に
優
れ
た
工
事
等
が
表
彰
さ
れ
る
「
全
国
土
地
改

良
優
良
工
事
等
学
術
技
術
最
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

新川河口排水機場に隣接する自然排水樋門
（右岸側は供用を開始しており、2025年10月現在は左岸側を工事中）

洪水時ポンプ稼働中に閉められた樋門
ゲート上流側はポンプ排水により新川の水位が低く、

ゲート下流側は潮位の影響により高い
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現
場
代
理
人
に
聞
い
て
み
ま
し
た
！

　ま
ず
、
現
場
代
理
人
の
仲
高
所
長
か
ら
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

│
所
長
の
役
割
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

所
長
＝
二
十
四
時
間
現
場
に
張
り
付
い
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
所
長
に
な

る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
人
も
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
所

長
に
な
る
こ
と
の
魅
力
、
所
長
だ
か
ら
こ
そ
味
わ
え
る
や

り
が
い
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

仲
高
所
長
　
作
業
に
携
わ
る
方
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
、
私
の
一
番
重
要
な
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ブ
ル
や
リ
ス
ク
を
未
然
に
防
ぐ
、
ま
た
は
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
現
場
全
体
を
俯
瞰
（
パ
ト
ロ
ー
ル
）
し

動
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
場
で
は
予
期
で
き
な
い
ト
ラ

ブ
ル
も
発
生
し
ま
す
。
そ
の
時
に
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
場
面
で
は
冷

静
な
判
断
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
今
回
の
工
事
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
所
長
と
し
て

苦
労
さ
れ
た
こ
と
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

仲
高
所
長
　
工
事
を
行
う
と
近
隣
住
民
に
は
少
な
か
ら
ず

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
騒
音
、
振
動

の
影
響
を
抑
え
ら
れ
る
施
工
方
法
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
基
礎
杭
打
設
に
お
け
る
近
隣
住
民
へ
の
影
響
（
騒

音
、
振
動
）
に
は
気
を
使
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
事

前
説
明
を
行
い
、
施
工
に
お
い
て
は
、「
お
と
な
し
君
」

の
使
用
、
杭
打
設
施
工
日
に
お
け
る
一
本
毎
の
打
設
時
間

の
周
知
（
ビ
ラ
配
り
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
よ
る
表

示
）
を
行
い
ま
し
た
。
近
隣
住
民
の
皆
様
に
は
ご
理
解
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
無
事
に
杭
施
工
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
所
長
一
人
で
現
場
運
営
は
で
き
ま
せ
ん
。
他
の

職
員
、
職
長
、
技
能
者
と
力
を
合
わ
せ
工
事
を
竣
工
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
場
作
業
で
は
、
日
々
様
々
な
課

題
や
問
題
に
直
面
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
職
員
全
員
で

向
き
合
い
解
決
策
を
見
つ
け
て
い
く
過
程
が
刺
激
的
で
す
。

そ
の
時
、
所
長
は
方
向
性
を
示
す
役
割
が
担
え
、
組
織
の

成
功
が
自
分
の
成
功
と
し
て
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所
長
は
、
責
任
の
あ
る
立
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
樋
門
を
更
新

し
、
機
能
が
正
常
に
保
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
先
の
安
全
な
暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り
に
寄
与
で

き
る
こ
と
も
や
り
が
い
の
一
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

│
工
事
を
進
め
る
中
で
難
し
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

仲
高
所
長
　
こ
の
工
事
は
、
河
口
付
近
と
い
う
条
件
や
、

北
陸
特
有
の
不
安
定
な
天
候
が
課
題
で
し
た
。
特
に
台
船

施
工
で
仮
締
切
施
工
を
し
た
の
で
す
が
、
海
か
ら
の
う
ね

り
の
影
響
が
少
な
い
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
、
期
間
が
限

ら
れ
た
中
で
の
施
工
に
お
い
て
、
最
近
の
酷
暑
も
あ
り
技

能
者
へ
の
熱
中
症
へ
の
配
慮
等
を
行
い
な
が
ら
の
施
工
管

理
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

│
建
設
業
を
目
指
す
大
学
生
や
若
い
世
代
に
向
け
て

伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

仲
高
所
長
　
建
設
業
は
、
社
会
貢
献
度
が
高
い
業
種
で
す
。

自
分
の
携
わ
っ
た
建
造
物
が
地
域
や
社
会
の
た
め
に
役
立

つ
と
い
う
達
成
感
が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
形

と
し
て
残
る
も
の
を
造
る
た
め
、
完
成
し
た
建
造
物
を
見

る
こ
と
で
自
分
の
仕
事
の
成
果
を
実
感
で
き
ま
す
。

現場で仲高所長（右）と平木監理技術者から説明を受けている様子

監
理
技
術
者
に
聞
い
て
み
ま
し
た
！

　次
に
、
平
木
監
理
技
術
者
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

│
監
理
技
術
者
の
役
割
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
く

だ
さ
い
。

平
木
監
理
技
術
者
　
私
の
役
割
は
、
契
約
書
、
設
計
図
書

を
把
握
し
て
、
工
事
の
進
捗
管
理
や
品
質
確
保
、
安
全
管

理
を
行
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
関
係
者
と
の
協
議
や
設
計

図
書
と
の
相
違
が
現
地
で
発
生
し
た
際
に
発
注
者
と
協
議

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
検
査
対
応
や
書
類
業

務
な
ど
幅
広
い
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

│
現
場
で
使
用
さ
れ
て
い
る
最
新
技
術
に
つ
い
て
詳

し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

平
木
監
理
技
術
者
　
今
回
の
工
事
で
は
、
仮
締
切
や
構
造

物
の
自
動
計
測
に
加
え
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に
よ
る
計
測

値
の
可
視
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
工
事
で
は
、
仮

締
切
内
の
ド
ラ
イ
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に
周

辺
施
設
や
仮
締
切
の
変
状
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
変
状
の
リ

ス
ク
と
し
て
、
河
川
の
水
を
海
へ
流
す
排
水
機
場
の
ポ
ン

プ
施
設
の
損
傷
や
、
仮
締
切
の
安
定
性
の
低
下
や
湧
水
の

発
生
、
そ
の
他
、
周
辺
施
設
の
変
状
に
よ
る
公
衆
災
害
が

考
え
ら
れ
る
の
で
、
変
状
の
観
測
と
把
握
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
変
位
観
測
を
行
う
に
は
、
計
測
点
数
が
四
〇
点
を
超

え
、
人
力
で
の
測
定
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

三
次
元
変
位
計
測
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
従
来
の

人
力
測
量
で
は
一
日
二
時
間
か
か
っ
て
い
た
作
業
が
自
動

化
さ
れ
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
計
測
や
デ
ー
タ
蓄
積
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
測
定
値
の
可
視
化
を
３
D

ビ
ュ
ー
ア
で
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
変
位
の
大
き
さ
と

向
き
を
画
面
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
働
き
方
改
革
や
現
場
の
人
員

減
少
に
対
応
す
る
た
め
に
、
非
常
に
有
効
で
し
た
。

│
建
設
業
を
目
指
す
大
学
生
や
若
い
世
代
に
向
け
て

伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

平
木
監
理
技
術
者
　
仕
事
を
進
め
る
う
え
で
、
自
分
の
考

え
を
も
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
だ
っ
た
ら

ど
う
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
物
事
に
取

り
組
ん
だ
方
が
、
他
の
人
の
結
論
や
回
答
、
所
内
の
方
針

に
対
し
て
も
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。
理
解
が
深
ま
っ
た
状

態
で
質
問
を
す
る
こ
と
で
、
一
層
自
身
の
成
長
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。
建
設
業
は
、
一
人
で
は
成
し
遂
げ
ら
れ

な
い
達
成
感
を
共
有
で
き
る
仕
事
で
す
。
ぜ
ひ
現
場
に
足

を
運
び
実
際
の
工
事
を
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

事務所で仲高所長（左奥）と平木監理技術者（左手前）へインタビューしている様子

三次元変位計測システムによる全測点の自動計測
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現
場
代
理
人
に
聞
い
て
み
ま
し
た
！

　ま
ず
、
現
場
代
理
人
の
仲
高
所
長
か
ら
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

│
所
長
の
役
割
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

所
長
＝
二
十
四
時
間
現
場
に
張
り
付
い
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
所
長
に
な

る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
人
も
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
所

長
に
な
る
こ
と
の
魅
力
、
所
長
だ
か
ら
こ
そ
味
わ
え
る
や

り
が
い
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

仲
高
所
長
　
作
業
に
携
わ
る
方
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
、
私
の
一
番
重
要
な
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ブ
ル
や
リ
ス
ク
を
未
然
に
防
ぐ
、
ま
た
は
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
現
場
全
体
を
俯
瞰
（
パ
ト
ロ
ー
ル
）
し

動
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
場
で
は
予
期
で
き
な
い
ト
ラ

ブ
ル
も
発
生
し
ま
す
。
そ
の
時
に
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
場
面
で
は
冷

静
な
判
断
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
今
回
の
工
事
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
所
長
と
し
て

苦
労
さ
れ
た
こ
と
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

仲
高
所
長
　
工
事
を
行
う
と
近
隣
住
民
に
は
少
な
か
ら
ず

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
騒
音
、
振
動

の
影
響
を
抑
え
ら
れ
る
施
工
方
法
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
基
礎
杭
打
設
に
お
け
る
近
隣
住
民
へ
の
影
響
（
騒

音
、
振
動
）
に
は
気
を
使
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
事

前
説
明
を
行
い
、
施
工
に
お
い
て
は
、「
お
と
な
し
君
」

の
使
用
、
杭
打
設
施
工
日
に
お
け
る
一
本
毎
の
打
設
時
間

の
周
知
（
ビ
ラ
配
り
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
よ
る
表

示
）
を
行
い
ま
し
た
。
近
隣
住
民
の
皆
様
に
は
ご
理
解
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
無
事
に
杭
施
工
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
所
長
一
人
で
現
場
運
営
は
で
き
ま
せ
ん
。
他
の

職
員
、
職
長
、
技
能
者
と
力
を
合
わ
せ
工
事
を
竣
工
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
場
作
業
で
は
、
日
々
様
々
な
課

題
や
問
題
に
直
面
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
職
員
全
員
で

向
き
合
い
解
決
策
を
見
つ
け
て
い
く
過
程
が
刺
激
的
で
す
。

そ
の
時
、
所
長
は
方
向
性
を
示
す
役
割
が
担
え
、
組
織
の

成
功
が
自
分
の
成
功
と
し
て
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所
長
は
、
責
任
の
あ
る
立
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
樋
門
を
更
新

し
、
機
能
が
正
常
に
保
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
先
の
安
全
な
暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り
に
寄
与
で

き
る
こ
と
も
や
り
が
い
の
一
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

│
工
事
を
進
め
る
中
で
難
し
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

仲
高
所
長
　
こ
の
工
事
は
、
河
口
付
近
と
い
う
条
件
や
、

北
陸
特
有
の
不
安
定
な
天
候
が
課
題
で
し
た
。
特
に
台
船

施
工
で
仮
締
切
施
工
を
し
た
の
で
す
が
、
海
か
ら
の
う
ね

り
の
影
響
が
少
な
い
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
、
期
間
が
限

ら
れ
た
中
で
の
施
工
に
お
い
て
、
最
近
の
酷
暑
も
あ
り
技

能
者
へ
の
熱
中
症
へ
の
配
慮
等
を
行
い
な
が
ら
の
施
工
管

理
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

│
建
設
業
を
目
指
す
大
学
生
や
若
い
世
代
に
向
け
て

伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

仲
高
所
長
　
建
設
業
は
、
社
会
貢
献
度
が
高
い
業
種
で
す
。

自
分
の
携
わ
っ
た
建
造
物
が
地
域
や
社
会
の
た
め
に
役
立

つ
と
い
う
達
成
感
が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
形

と
し
て
残
る
も
の
を
造
る
た
め
、
完
成
し
た
建
造
物
を
見

る
こ
と
で
自
分
の
仕
事
の
成
果
を
実
感
で
き
ま
す
。

現場で仲高所長（右）と平木監理技術者から説明を受けている様子

監
理
技
術
者
に
聞
い
て
み
ま
し
た
！

　次
に
、
平
木
監
理
技
術
者
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

│
監
理
技
術
者
の
役
割
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
く

だ
さ
い
。

平
木
監
理
技
術
者
　
私
の
役
割
は
、
契
約
書
、
設
計
図
書

を
把
握
し
て
、
工
事
の
進
捗
管
理
や
品
質
確
保
、
安
全
管

理
を
行
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
関
係
者
と
の
協
議
や
設
計

図
書
と
の
相
違
が
現
地
で
発
生
し
た
際
に
発
注
者
と
協
議

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
検
査
対
応
や
書
類
業

務
な
ど
幅
広
い
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

│
現
場
で
使
用
さ
れ
て
い
る
最
新
技
術
に
つ
い
て
詳

し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

平
木
監
理
技
術
者
　
今
回
の
工
事
で
は
、
仮
締
切
や
構
造

物
の
自
動
計
測
に
加
え
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に
よ
る
計
測

値
の
可
視
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
工
事
で
は
、
仮

締
切
内
の
ド
ラ
イ
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に
周

辺
施
設
や
仮
締
切
の
変
状
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
変
状
の
リ

ス
ク
と
し
て
、
河
川
の
水
を
海
へ
流
す
排
水
機
場
の
ポ
ン

プ
施
設
の
損
傷
や
、
仮
締
切
の
安
定
性
の
低
下
や
湧
水
の

発
生
、
そ
の
他
、
周
辺
施
設
の
変
状
に
よ
る
公
衆
災
害
が

考
え
ら
れ
る
の
で
、
変
状
の
観
測
と
把
握
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
変
位
観
測
を
行
う
に
は
、
計
測
点
数
が
四
〇
点
を
超

え
、
人
力
で
の
測
定
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

三
次
元
変
位
計
測
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
従
来
の

人
力
測
量
で
は
一
日
二
時
間
か
か
っ
て
い
た
作
業
が
自
動

化
さ
れ
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
計
測
や
デ
ー
タ
蓄
積
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
測
定
値
の
可
視
化
を
３
D

ビ
ュ
ー
ア
で
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
変
位
の
大
き
さ
と

向
き
を
画
面
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
働
き
方
改
革
や
現
場
の
人
員

減
少
に
対
応
す
る
た
め
に
、
非
常
に
有
効
で
し
た
。

│
建
設
業
を
目
指
す
大
学
生
や
若
い
世
代
に
向
け
て

伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

平
木
監
理
技
術
者
　
仕
事
を
進
め
る
う
え
で
、
自
分
の
考

え
を
も
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
だ
っ
た
ら

ど
う
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
物
事
に
取

り
組
ん
だ
方
が
、
他
の
人
の
結
論
や
回
答
、
所
内
の
方
針

に
対
し
て
も
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。
理
解
が
深
ま
っ
た
状

態
で
質
問
を
す
る
こ
と
で
、
一
層
自
身
の
成
長
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。
建
設
業
は
、
一
人
で
は
成
し
遂
げ
ら
れ

な
い
達
成
感
を
共
有
で
き
る
仕
事
で
す
。
ぜ
ひ
現
場
に
足

を
運
び
実
際
の
工
事
を
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

事務所で仲高所長（左奥）と平木監理技術者（左手前）へインタビューしている様子

三次元変位計測システムによる全測点の自動計測
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現
場
代
理
人
に
聞
い
て
み
ま
し
た
！

　ま
ず
、
現
場
代
理
人
の
仲
高
所
長
か
ら
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

│
所
長
の
役
割
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

所
長
＝
二
十
四
時
間
現
場
に
張
り
付
い
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
所
長
に
な

る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
人
も
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
所

長
に
な
る
こ
と
の
魅
力
、
所
長
だ
か
ら
こ
そ
味
わ
え
る
や

り
が
い
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

仲
高
所
長
　
作
業
に
携
わ
る
方
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
、
私
の
一
番
重
要
な
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ブ
ル
や
リ
ス
ク
を
未
然
に
防
ぐ
、
ま
た
は
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
現
場
全
体
を
俯
瞰
（
パ
ト
ロ
ー
ル
）
し

動
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
場
で
は
予
期
で
き
な
い
ト
ラ

ブ
ル
も
発
生
し
ま
す
。
そ
の
時
に
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
場
面
で
は
冷

静
な
判
断
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
今
回
の
工
事
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
所
長
と
し
て

苦
労
さ
れ
た
こ
と
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

仲
高
所
長
　
工
事
を
行
う
と
近
隣
住
民
に
は
少
な
か
ら
ず

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
騒
音
、
振
動

の
影
響
を
抑
え
ら
れ
る
施
工
方
法
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
基
礎
杭
打
設
に
お
け
る
近
隣
住
民
へ
の
影
響
（
騒

音
、
振
動
）
に
は
気
を
使
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
事

前
説
明
を
行
い
、
施
工
に
お
い
て
は
、「
お
と
な
し
君
」

の
使
用
、
杭
打
設
施
工
日
に
お
け
る
一
本
毎
の
打
設
時
間

の
周
知
（
ビ
ラ
配
り
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
よ
る
表

示
）
を
行
い
ま
し
た
。
近
隣
住
民
の
皆
様
に
は
ご
理
解
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
無
事
に
杭
施
工
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
所
長
一
人
で
現
場
運
営
は
で
き
ま
せ
ん
。
他
の

職
員
、
職
長
、
技
能
者
と
力
を
合
わ
せ
工
事
を
竣
工
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
場
作
業
で
は
、
日
々
様
々
な
課

題
や
問
題
に
直
面
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
職
員
全
員
で

向
き
合
い
解
決
策
を
見
つ
け
て
い
く
過
程
が
刺
激
的
で
す
。

そ
の
時
、
所
長
は
方
向
性
を
示
す
役
割
が
担
え
、
組
織
の

成
功
が
自
分
の
成
功
と
し
て
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所
長
は
、
責
任
の
あ
る
立
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
樋
門
を
更
新

し
、
機
能
が
正
常
に
保
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
先
の
安
全
な
暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り
に
寄
与
で

き
る
こ
と
も
や
り
が
い
の
一
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

│
工
事
を
進
め
る
中
で
難
し
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

仲
高
所
長
　
こ
の
工
事
は
、
河
口
付
近
と
い
う
条
件
や
、

北
陸
特
有
の
不
安
定
な
天
候
が
課
題
で
し
た
。
特
に
台
船

施
工
で
仮
締
切
施
工
を
し
た
の
で
す
が
、
海
か
ら
の
う
ね

り
の
影
響
が
少
な
い
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
、
期
間
が
限

ら
れ
た
中
で
の
施
工
に
お
い
て
、
最
近
の
酷
暑
も
あ
り
技

能
者
へ
の
熱
中
症
へ
の
配
慮
等
を
行
い
な
が
ら
の
施
工
管

理
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

│
建
設
業
を
目
指
す
大
学
生
や
若
い
世
代
に
向
け
て

伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

仲
高
所
長
　
建
設
業
は
、
社
会
貢
献
度
が
高
い
業
種
で
す
。

自
分
の
携
わ
っ
た
建
造
物
が
地
域
や
社
会
の
た
め
に
役
立

つ
と
い
う
達
成
感
が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
形

と
し
て
残
る
も
の
を
造
る
た
め
、
完
成
し
た
建
造
物
を
見

る
こ
と
で
自
分
の
仕
事
の
成
果
を
実
感
で
き
ま
す
。

現場で仲高所長（右）と平木監理技術者から説明を受けている様子

監
理
技
術
者
に
聞
い
て
み
ま
し
た
！

　次
に
、
平
木
監
理
技
術
者
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

│
監
理
技
術
者
の
役
割
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
く

だ
さ
い
。

平
木
監
理
技
術
者
　
私
の
役
割
は
、
契
約
書
、
設
計
図
書

を
把
握
し
て
、
工
事
の
進
捗
管
理
や
品
質
確
保
、
安
全
管

理
を
行
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
関
係
者
と
の
協
議
や
設
計

図
書
と
の
相
違
が
現
地
で
発
生
し
た
際
に
発
注
者
と
協
議

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
検
査
対
応
や
書
類
業

務
な
ど
幅
広
い
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

│
現
場
で
使
用
さ
れ
て
い
る
最
新
技
術
に
つ
い
て
詳

し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

平
木
監
理
技
術
者
　
今
回
の
工
事
で
は
、
仮
締
切
や
構
造

物
の
自
動
計
測
に
加
え
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に
よ
る
計
測

値
の
可
視
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
工
事
で
は
、
仮

締
切
内
の
ド
ラ
イ
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に
周

辺
施
設
や
仮
締
切
の
変
状
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
変
状
の
リ

ス
ク
と
し
て
、
河
川
の
水
を
海
へ
流
す
排
水
機
場
の
ポ
ン

プ
施
設
の
損
傷
や
、
仮
締
切
の
安
定
性
の
低
下
や
湧
水
の

発
生
、
そ
の
他
、
周
辺
施
設
の
変
状
に
よ
る
公
衆
災
害
が

考
え
ら
れ
る
の
で
、
変
状
の
観
測
と
把
握
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
変
位
観
測
を
行
う
に
は
、
計
測
点
数
が
四
〇
点
を
超

え
、
人
力
で
の
測
定
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

三
次
元
変
位
計
測
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
従
来
の

人
力
測
量
で
は
一
日
二
時
間
か
か
っ
て
い
た
作
業
が
自
動

化
さ
れ
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
計
測
や
デ
ー
タ
蓄
積
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
測
定
値
の
可
視
化
を
３
D

ビ
ュ
ー
ア
で
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
変
位
の
大
き
さ
と

向
き
を
画
面
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
働
き
方
改
革
や
現
場
の
人
員

減
少
に
対
応
す
る
た
め
に
、
非
常
に
有
効
で
し
た
。

│
建
設
業
を
目
指
す
大
学
生
や
若
い
世
代
に
向
け
て

伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

平
木
監
理
技
術
者
　
仕
事
を
進
め
る
う
え
で
、
自
分
の
考

え
を
も
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
だ
っ
た
ら

ど
う
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
物
事
に
取

り
組
ん
だ
方
が
、
他
の
人
の
結
論
や
回
答
、
所
内
の
方
針

に
対
し
て
も
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。
理
解
が
深
ま
っ
た
状

態
で
質
問
を
す
る
こ
と
で
、
一
層
自
身
の
成
長
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。
建
設
業
は
、
一
人
で
は
成
し
遂
げ
ら
れ

な
い
達
成
感
を
共
有
で
き
る
仕
事
で
す
。
ぜ
ひ
現
場
に
足

を
運
び
実
際
の
工
事
を
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

事務所で仲高所長（左奥）と平木監理技術者（左手前）へインタビューしている様子
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現
場
代
理
人
に
聞
い
て
み
ま
し
た
！

　ま
ず
、
現
場
代
理
人
の
仲
高
所
長
か
ら
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

│
所
長
の
役
割
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

所
長
＝
二
十
四
時
間
現
場
に
張
り
付
い
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
所
長
に
な

る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
人
も
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
所

長
に
な
る
こ
と
の
魅
力
、
所
長
だ
か
ら
こ
そ
味
わ
え
る
や

り
が
い
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

仲
高
所
長
　
作
業
に
携
わ
る
方
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
、
私
の
一
番
重
要
な
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ブ
ル
や
リ
ス
ク
を
未
然
に
防
ぐ
、
ま
た
は
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
現
場
全
体
を
俯
瞰
（
パ
ト
ロ
ー
ル
）
し

動
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
場
で
は
予
期
で
き
な
い
ト
ラ

ブ
ル
も
発
生
し
ま
す
。
そ
の
時
に
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
場
面
で
は
冷

静
な
判
断
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
今
回
の
工
事
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
所
長
と
し
て

苦
労
さ
れ
た
こ
と
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

仲
高
所
長
　
工
事
を
行
う
と
近
隣
住
民
に
は
少
な
か
ら
ず

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
騒
音
、
振
動

の
影
響
を
抑
え
ら
れ
る
施
工
方
法
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
基
礎
杭
打
設
に
お
け
る
近
隣
住
民
へ
の
影
響
（
騒

音
、
振
動
）
に
は
気
を
使
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
事

前
説
明
を
行
い
、
施
工
に
お
い
て
は
、「
お
と
な
し
君
」

の
使
用
、
杭
打
設
施
工
日
に
お
け
る
一
本
毎
の
打
設
時
間

の
周
知
（
ビ
ラ
配
り
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
よ
る
表

示
）
を
行
い
ま
し
た
。
近
隣
住
民
の
皆
様
に
は
ご
理
解
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
無
事
に
杭
施
工
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
所
長
一
人
で
現
場
運
営
は
で
き
ま
せ
ん
。
他
の

職
員
、
職
長
、
技
能
者
と
力
を
合
わ
せ
工
事
を
竣
工
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
場
作
業
で
は
、
日
々
様
々
な
課

題
や
問
題
に
直
面
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
職
員
全
員
で

向
き
合
い
解
決
策
を
見
つ
け
て
い
く
過
程
が
刺
激
的
で
す
。

そ
の
時
、
所
長
は
方
向
性
を
示
す
役
割
が
担
え
、
組
織
の

成
功
が
自
分
の
成
功
と
し
て
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所
長
は
、
責
任
の
あ
る
立
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
樋
門
を
更
新

し
、
機
能
が
正
常
に
保
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
先
の
安
全
な
暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り
に
寄
与
で

き
る
こ
と
も
や
り
が
い
の
一
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

│
工
事
を
進
め
る
中
で
難
し
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

仲
高
所
長
　
こ
の
工
事
は
、
河
口
付
近
と
い
う
条
件
や
、

北
陸
特
有
の
不
安
定
な
天
候
が
課
題
で
し
た
。
特
に
台
船

施
工
で
仮
締
切
施
工
を
し
た
の
で
す
が
、
海
か
ら
の
う
ね

り
の
影
響
が
少
な
い
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
、
期
間
が
限

ら
れ
た
中
で
の
施
工
に
お
い
て
、
最
近
の
酷
暑
も
あ
り
技

能
者
へ
の
熱
中
症
へ
の
配
慮
等
を
行
い
な
が
ら
の
施
工
管

理
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

│
建
設
業
を
目
指
す
大
学
生
や
若
い
世
代
に
向
け
て

伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

仲
高
所
長
　
建
設
業
は
、
社
会
貢
献
度
が
高
い
業
種
で
す
。

自
分
の
携
わ
っ
た
建
造
物
が
地
域
や
社
会
の
た
め
に
役
立

つ
と
い
う
達
成
感
が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
形

と
し
て
残
る
も
の
を
造
る
た
め
、
完
成
し
た
建
造
物
を
見

る
こ
と
で
自
分
の
仕
事
の
成
果
を
実
感
で
き
ま
す
。

現場で仲高所長（右）と平木監理技術者から説明を受けている様子

監
理
技
術
者
に
聞
い
て
み
ま
し
た
！

　次
に
、
平
木
監
理
技
術
者
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

│
監
理
技
術
者
の
役
割
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
く

だ
さ
い
。

平
木
監
理
技
術
者
　
私
の
役
割
は
、
契
約
書
、
設
計
図
書

を
把
握
し
て
、
工
事
の
進
捗
管
理
や
品
質
確
保
、
安
全
管

理
を
行
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
関
係
者
と
の
協
議
や
設
計

図
書
と
の
相
違
が
現
地
で
発
生
し
た
際
に
発
注
者
と
協
議

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
検
査
対
応
や
書
類
業

務
な
ど
幅
広
い
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

│
現
場
で
使
用
さ
れ
て
い
る
最
新
技
術
に
つ
い
て
詳

し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

平
木
監
理
技
術
者
　
今
回
の
工
事
で
は
、
仮
締
切
や
構
造

物
の
自
動
計
測
に
加
え
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に
よ
る
計
測

値
の
可
視
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
工
事
で
は
、
仮

締
切
内
の
ド
ラ
イ
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に
周

辺
施
設
や
仮
締
切
の
変
状
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
変
状
の
リ

ス
ク
と
し
て
、
河
川
の
水
を
海
へ
流
す
排
水
機
場
の
ポ
ン

プ
施
設
の
損
傷
や
、
仮
締
切
の
安
定
性
の
低
下
や
湧
水
の

発
生
、
そ
の
他
、
周
辺
施
設
の
変
状
に
よ
る
公
衆
災
害
が

考
え
ら
れ
る
の
で
、
変
状
の
観
測
と
把
握
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
変
位
観
測
を
行
う
に
は
、
計
測
点
数
が
四
〇
点
を
超

え
、
人
力
で
の
測
定
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

三
次
元
変
位
計
測
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
従
来
の

人
力
測
量
で
は
一
日
二
時
間
か
か
っ
て
い
た
作
業
が
自
動

化
さ
れ
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
計
測
や
デ
ー
タ
蓄
積
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
測
定
値
の
可
視
化
を
３
D

ビ
ュ
ー
ア
で
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
変
位
の
大
き
さ
と

向
き
を
画
面
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
働
き
方
改
革
や
現
場
の
人
員

減
少
に
対
応
す
る
た
め
に
、
非
常
に
有
効
で
し
た
。

│
建
設
業
を
目
指
す
大
学
生
や
若
い
世
代
に
向
け
て

伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

平
木
監
理
技
術
者
　
仕
事
を
進
め
る
う
え
で
、
自
分
の
考

え
を
も
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
だ
っ
た
ら

ど
う
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
物
事
に
取

り
組
ん
だ
方
が
、
他
の
人
の
結
論
や
回
答
、
所
内
の
方
針

に
対
し
て
も
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。
理
解
が
深
ま
っ
た
状

態
で
質
問
を
す
る
こ
と
で
、
一
層
自
身
の
成
長
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。
建
設
業
は
、
一
人
で
は
成
し
遂
げ
ら
れ

な
い
達
成
感
を
共
有
で
き
る
仕
事
で
す
。
ぜ
ひ
現
場
に
足

を
運
び
実
際
の
工
事
を
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

事務所で仲高所長（左奥）と平木監理技術者（左手前）へインタビューしている様子
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発
注
者
監
督
職
員
の
皆
さ
ん
に

聞
い
て
み
ま
し
た
！

│
鹿
島
の
現
場
に
対
す
る
印
象
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願

い
し
ま
す
。

中
村
技
術
専
門
官
　
鹿
島
建
設
の
現
場
の
皆
様
に
は
段
取

り
上
手
で
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
工
事
に
お
い
て
、
設
計

が
現
場
状
況
に
合
わ
な
い
、
設
計
が
煮
詰
ま
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
場
で
出
て
き
た
課
題
は
、

現
場
を
動
か
し
な
が
ら
現
場
で
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
施
工
管
理
を
的
確
に
さ
れ
た
う
え
で
、

現
場
が
止
ま
ら
な
い
よ
う
発
注
者
に
設
計
・
施
工
計
画
の

提
案
・
調
整
を
し
て
頂
け
、
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
農
政
局
職
場
の
先
達
か
ら
次
の
よ
う
な
話
を
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
農
業
土
木
（
イ
ン
フ
ラ
整
備
）
は
、

手
段
で
し
か
な
い
。
そ
の
先
に
は
営
農
が
あ
る
。
営
農
者

さ
ん
が
営
農
で
き
て
初
め
て
自
分
た
ち
の
仕
事
の
意
義
が

あ
る
。」　
受
注
者
（
鹿
島
建
設
）
さ
ん
に
お
か
れ
て
も
、

そ
う
い
っ
た
視
点
で
自
分
た
ち
の
現
場
を
見
て
頂
く
と
現

場
の
見
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

│
皆
さ
ん
が
、
現
在
の
職
業
を
志
し
た
き
っ
か
け
な
ど

が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
口
技
官
（
入
省
二
年
目
）　
高
校
一
年
生
の
と
き
に
経

験
し
た
熊
本
地
震
を
き
っ
か
け
に
、
防
災
に
関
心
を
も
つ

よ
う
に
な
り
、
大
学
で
は
土
質
工
学
系
の
研
究
室
に
所
属

し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
農
業
や
国
の
仕
事
に
つ
い
て

広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
広
報
活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
現
場
見
学
会
、

新
川
の
生
き
物
調
査
等
を
企
画
し
て
き
ま
し
た
。
排
水
機

場
の
改
修
工
事
は
五
〇
年
に
一
度
行
わ
れ
る
の
で
、
見
学

会
で
現
場
を
訪
れ
た
小
学
生
が
将
来
大
人
に
な
っ
た
と
き

に
、
新
川
河
口
排
水
機
場
の
改
修
工
事
に
携
わ
る
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

山
下
技
官
（
入
省
三
年
目
）

　小
中
学
生
時
代
の
と
き
か

ら
、
も
の
づ
く
り
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、

大
工
に
な
る
こ
と
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
大

学
で
は
農
業
土
木
分
野
に
進
み
、
農
業
水
利
施
設
系
の
研

究
室
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
事
業
所
に
配

属
さ
れ
て
一
年
半
が
経
つ
の
で
す
が
、
工
事
が
進
む
に
つ

れ
て
変
わ
っ
て
い
く
景
色
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
感
動

し
ま
し
た
。
元
々
憧
れ
て
い
た
大
工
の
仕
事
と
は
少
し
違

い
ま
す
が
、
自
分
が
関
わ
っ
た
事
業
が
形
に
な
っ
て
い
く

過
程
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
発
注
者
監
督
職
員

と
し
て
の
大
き
な
や
り
が
い
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
は
今
年
鹿
島
建
設
に
入
社
し
、
八
月
中
旬
か
ら
能
登

の
災
害
復
旧
の
現
場
に
着
任
し
ま
し
た
。
現
場
着
任
以
前

に
、
新
川
河
口
排
水
機
場
は
二
度
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
場
着
任
前
後
で
、
自
身
の
現
場

の
見
方
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
平

木
監
理
技
術
者
が
「
仕
事
を
進
め
る
と
き
、
自
分
の
考
え

を
も
つ
こ
と
が
大
切
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
に
、

自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
と
い
う
考
え
を
も
っ
た
上
で

他
現
場
の
お
話
を
伺
え
た
こ
と
は
、
自
身
の
現
場
着
任
前

後
で
の
成
長
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
仲
高
所
長
が
「
組
織
の
成
功
が
自
分
の
成
功
と

し
て
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
よ
う
に
、
自
分
の
意
見
を
持
ち
議
論
を
重
ね
な
が
ら

も
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
一
つ
の
構
造
物
を
完
成
さ
せ
る

こ
の
仕
事
は
や
は
り
魅
力
的
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今
の
私

事業所で山口技官（右奥）と山下技官（右手前）へインタビューしている様子

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

は
、
ま
だ
ま
だ
視
野
が
狭

く
、
目
の
前
の
こ
と
に
夢

中
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い
の
で
、
仲
高
所
長

の
言
葉
を
念
頭
に
置
い
て
、

チ
ー
ム
と
い
う
意
識
を
大

切
に
働
い
て
い
こ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
最
も
印
象
的
だ
っ
た
こ

と
は
、
受
注
者
側
と
発
注

者
側
が
相
談
し
や
す
い
関

係
性
を
築
く
こ
と
の
重
要

性
で
す
。
発
注
者
監
督
職

員
の
山
口
技
官
と
山
下
技

官
が
口
を
そ
ろ
え
て
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
は
、

平
木
監
理
技
術
者
は
、「
ど

ん
な
質
問
に
対
し
て
も

答
え
て
く
だ
さ
る
。」
と

い
う
こ
と
で
す
。
私
自

身
、
現
場
に
着
任
し
て
か

ら
、
自
身
の
担
当
工
区
に

関
し
て
質
問
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
一
方

で
、
質
問
に
答
え
る
こ
と

の
難
し
さ
も
痛
感
し
て
い

ま
す
。
日
々
現
場
の
状
況

が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
誰
よ
り
も
早
く
現
場
全
体
を
把

握
し
、
他
者
に
伝
え
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
発
注
者
に
信
頼
さ
れ
る
現
場
監

督
に
な
り
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
加
え
て
、
中
村
技

術
専
門
官
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
「
営
農
者
さ
ん
が
営
農

で
き
て
初
め
て
自
分
た
ち
の
仕
事
の
意
義
が
あ
る
。」
と

い
う
こ
と
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
全
て
に
言
え
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
構
造
物
が
完
成
し
て
終
わ
り
で
な
な
く
、
構

造
物
が
無
事
利
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
を
考
え
な
が
ら
も

の
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　
最
後
に
、
通
常
業
務
で
お
忙
し
い
中
、
ど
の
よ
う
な
質

問
に
も
丁
寧
に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
現
場
の
皆
様
、
事

業
所
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
一
般
社
団

法
人
土
地
改
良
建
設
協
会
様
、
そ
し
て
、
快
く
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
へ
送
り
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
職
場
の
皆
さ
ん
に
も
、

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

現在、輪島市の災害復旧現場で
能登の復旧・復興に向けて頑張っています

　弊社は事業を通じて培われた技術や経験、人材、ネットワークを活かし、社会貢献活動を積極的に
進めています。災害復旧・防災活動、地域貢献活動、環境保全活動、次世代教育、さらに財団を通じ
た文化芸術活動の支援にも取り組んでいるほか、社員によるボランティア活動の支援も実施していま
す。ここでは、次世代教育を目的に開催している「鹿島サマースクール」の取組をご紹介いたします。
本現場でも、2025年8月に開催されました。参加者には、実際に現場に足を運んでいただき、現場
見学の後、重機の運転席での記念撮影や、
施工機械の模型作成を楽しんでもらいま
した。
　当日は、２家族６名（うち小学生3名）
の参加がありました。終了後の参加者ア
ンケートでは、「知らない事が沢山知れ
た」、「暮らしを守るための大切な工事現
場なのだと知ることができた」、などの感
想をいただきました。
　建設業に興味を持ってもらい、将来の
担い手として活躍してもらえることを期
待しています。 サマースクールの様子

鹿島サマースクール2025～本物の建設現場を見に行こう～ 
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発
注
者
監
督
職
員
の
皆
さ
ん
に

聞
い
て
み
ま
し
た
！

│
鹿
島
の
現
場
に
対
す
る
印
象
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願

い
し
ま
す
。

中
村
技
術
専
門
官
　
鹿
島
建
設
の
現
場
の
皆
様
に
は
段
取

り
上
手
で
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
工
事
に
お
い
て
、
設
計

が
現
場
状
況
に
合
わ
な
い
、
設
計
が
煮
詰
ま
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
場
で
出
て
き
た
課
題
は
、

現
場
を
動
か
し
な
が
ら
現
場
で
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
施
工
管
理
を
的
確
に
さ
れ
た
う
え
で
、

現
場
が
止
ま
ら
な
い
よ
う
発
注
者
に
設
計
・
施
工
計
画
の

提
案
・
調
整
を
し
て
頂
け
、
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
農
政
局
職
場
の
先
達
か
ら
次
の
よ
う
な
話
を
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
農
業
土
木
（
イ
ン
フ
ラ
整
備
）
は
、

手
段
で
し
か
な
い
。
そ
の
先
に
は
営
農
が
あ
る
。
営
農
者

さ
ん
が
営
農
で
き
て
初
め
て
自
分
た
ち
の
仕
事
の
意
義
が

あ
る
。」　
受
注
者
（
鹿
島
建
設
）
さ
ん
に
お
か
れ
て
も
、

そ
う
い
っ
た
視
点
で
自
分
た
ち
の
現
場
を
見
て
頂
く
と
現

場
の
見
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

│
皆
さ
ん
が
、
現
在
の
職
業
を
志
し
た
き
っ
か
け
な
ど

が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
口
技
官
（
入
省
二
年
目
）　
高
校
一
年
生
の
と
き
に
経

験
し
た
熊
本
地
震
を
き
っ
か
け
に
、
防
災
に
関
心
を
も
つ

よ
う
に
な
り
、
大
学
で
は
土
質
工
学
系
の
研
究
室
に
所
属

し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
農
業
や
国
の
仕
事
に
つ
い
て

広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
広
報
活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
現
場
見
学
会
、

新
川
の
生
き
物
調
査
等
を
企
画
し
て
き
ま
し
た
。
排
水
機

場
の
改
修
工
事
は
五
〇
年
に
一
度
行
わ
れ
る
の
で
、
見
学

会
で
現
場
を
訪
れ
た
小
学
生
が
将
来
大
人
に
な
っ
た
と
き

に
、
新
川
河
口
排
水
機
場
の
改
修
工
事
に
携
わ
る
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

山
下
技
官
（
入
省
三
年
目
）

　小
中
学
生
時
代
の
と
き
か

ら
、
も
の
づ
く
り
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、

大
工
に
な
る
こ
と
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
大

学
で
は
農
業
土
木
分
野
に
進
み
、
農
業
水
利
施
設
系
の
研

究
室
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
事
業
所
に
配

属
さ
れ
て
一
年
半
が
経
つ
の
で
す
が
、
工
事
が
進
む
に
つ

れ
て
変
わ
っ
て
い
く
景
色
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
感
動

し
ま
し
た
。
元
々
憧
れ
て
い
た
大
工
の
仕
事
と
は
少
し
違

い
ま
す
が
、
自
分
が
関
わ
っ
た
事
業
が
形
に
な
っ
て
い
く

過
程
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
発
注
者
監
督
職
員

と
し
て
の
大
き
な
や
り
が
い
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
は
今
年
鹿
島
建
設
に
入
社
し
、
八
月
中
旬
か
ら
能
登

の
災
害
復
旧
の
現
場
に
着
任
し
ま
し
た
。
現
場
着
任
以
前

に
、
新
川
河
口
排
水
機
場
は
二
度
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
場
着
任
前
後
で
、
自
身
の
現
場

の
見
方
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
平

木
監
理
技
術
者
が
「
仕
事
を
進
め
る
と
き
、
自
分
の
考
え

を
も
つ
こ
と
が
大
切
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
に
、

自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
と
い
う
考
え
を
も
っ
た
上
で

他
現
場
の
お
話
を
伺
え
た
こ
と
は
、
自
身
の
現
場
着
任
前

後
で
の
成
長
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
仲
高
所
長
が
「
組
織
の
成
功
が
自
分
の
成
功
と

し
て
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
よ
う
に
、
自
分
の
意
見
を
持
ち
議
論
を
重
ね
な
が
ら

も
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
一
つ
の
構
造
物
を
完
成
さ
せ
る

こ
の
仕
事
は
や
は
り
魅
力
的
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今
の
私

事業所で山口技官（右奥）と山下技官（右手前）へインタビューしている様子

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

は
、
ま
だ
ま
だ
視
野
が
狭

く
、
目
の
前
の
こ
と
に
夢

中
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い
の
で
、
仲
高
所
長

の
言
葉
を
念
頭
に
置
い
て
、

チ
ー
ム
と
い
う
意
識
を
大

切
に
働
い
て
い
こ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
最
も
印
象
的
だ
っ
た
こ

と
は
、
受
注
者
側
と
発
注

者
側
が
相
談
し
や
す
い
関

係
性
を
築
く
こ
と
の
重
要

性
で
す
。
発
注
者
監
督
職

員
の
山
口
技
官
と
山
下
技

官
が
口
を
そ
ろ
え
て
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
は
、

平
木
監
理
技
術
者
は
、「
ど

ん
な
質
問
に
対
し
て
も

答
え
て
く
だ
さ
る
。」
と

い
う
こ
と
で
す
。
私
自

身
、
現
場
に
着
任
し
て
か

ら
、
自
身
の
担
当
工
区
に

関
し
て
質
問
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
一
方

で
、
質
問
に
答
え
る
こ
と

の
難
し
さ
も
痛
感
し
て
い

ま
す
。
日
々
現
場
の
状
況

が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
誰
よ
り
も
早
く
現
場
全
体
を
把

握
し
、
他
者
に
伝
え
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
発
注
者
に
信
頼
さ
れ
る
現
場
監

督
に
な
り
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
加
え
て
、
中
村
技

術
専
門
官
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
「
営
農
者
さ
ん
が
営
農

で
き
て
初
め
て
自
分
た
ち
の
仕
事
の
意
義
が
あ
る
。」
と

い
う
こ
と
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
全
て
に
言
え
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
構
造
物
が
完
成
し
て
終
わ
り
で
な
な
く
、
構

造
物
が
無
事
利
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
を
考
え
な
が
ら
も

の
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　
最
後
に
、
通
常
業
務
で
お
忙
し
い
中
、
ど
の
よ
う
な
質

問
に
も
丁
寧
に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
現
場
の
皆
様
、
事

業
所
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
一
般
社
団

法
人
土
地
改
良
建
設
協
会
様
、
そ
し
て
、
快
く
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
へ
送
り
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
職
場
の
皆
さ
ん
に
も
、

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

現在、輪島市の災害復旧現場で
能登の復旧・復興に向けて頑張っています

　弊社は事業を通じて培われた技術や経験、人材、ネットワークを活かし、社会貢献活動を積極的に
進めています。災害復旧・防災活動、地域貢献活動、環境保全活動、次世代教育、さらに財団を通じ
た文化芸術活動の支援にも取り組んでいるほか、社員によるボランティア活動の支援も実施していま
す。ここでは、次世代教育を目的に開催している「鹿島サマースクール」の取組をご紹介いたします。
本現場でも、2025年8月に開催されました。参加者には、実際に現場に足を運んでいただき、現場
見学の後、重機の運転席での記念撮影や、
施工機械の模型作成を楽しんでもらいま
した。
　当日は、２家族６名（うち小学生3名）
の参加がありました。終了後の参加者ア
ンケートでは、「知らない事が沢山知れ
た」、「暮らしを守るための大切な工事現
場なのだと知ることができた」、などの感
想をいただきました。
　建設業に興味を持ってもらい、将来の
担い手として活躍してもらえることを期
待しています。 サマースクールの様子
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発
注
者
監
督
職
員
の
皆
さ
ん
に

聞
い
て
み
ま
し
た
！

│
鹿
島
の
現
場
に
対
す
る
印
象
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願

い
し
ま
す
。

中
村
技
術
専
門
官
　
鹿
島
建
設
の
現
場
の
皆
様
に
は
段
取

り
上
手
で
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
工
事
に
お
い
て
、
設
計

が
現
場
状
況
に
合
わ
な
い
、
設
計
が
煮
詰
ま
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
場
で
出
て
き
た
課
題
は
、

現
場
を
動
か
し
な
が
ら
現
場
で
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
施
工
管
理
を
的
確
に
さ
れ
た
う
え
で
、

現
場
が
止
ま
ら
な
い
よ
う
発
注
者
に
設
計
・
施
工
計
画
の

提
案
・
調
整
を
し
て
頂
け
、
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
農
政
局
職
場
の
先
達
か
ら
次
の
よ
う
な
話
を
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
農
業
土
木
（
イ
ン
フ
ラ
整
備
）
は
、

手
段
で
し
か
な
い
。
そ
の
先
に
は
営
農
が
あ
る
。
営
農
者

さ
ん
が
営
農
で
き
て
初
め
て
自
分
た
ち
の
仕
事
の
意
義
が

あ
る
。」　
受
注
者
（
鹿
島
建
設
）
さ
ん
に
お
か
れ
て
も
、

そ
う
い
っ
た
視
点
で
自
分
た
ち
の
現
場
を
見
て
頂
く
と
現

場
の
見
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

│
皆
さ
ん
が
、
現
在
の
職
業
を
志
し
た
き
っ
か
け
な
ど

が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
口
技
官
（
入
省
二
年
目
）　
高
校
一
年
生
の
と
き
に
経

験
し
た
熊
本
地
震
を
き
っ
か
け
に
、
防
災
に
関
心
を
も
つ

よ
う
に
な
り
、
大
学
で
は
土
質
工
学
系
の
研
究
室
に
所
属

し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
農
業
や
国
の
仕
事
に
つ
い
て

広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
広
報
活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
現
場
見
学
会
、

新
川
の
生
き
物
調
査
等
を
企
画
し
て
き
ま
し
た
。
排
水
機

場
の
改
修
工
事
は
五
〇
年
に
一
度
行
わ
れ
る
の
で
、
見
学

会
で
現
場
を
訪
れ
た
小
学
生
が
将
来
大
人
に
な
っ
た
と
き

に
、
新
川
河
口
排
水
機
場
の
改
修
工
事
に
携
わ
る
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

山
下
技
官
（
入
省
三
年
目
）
　小
中
学
生
時
代
の
と
き
か

ら
、
も
の
づ
く
り
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、

大
工
に
な
る
こ
と
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
大

学
で
は
農
業
土
木
分
野
に
進
み
、
農
業
水
利
施
設
系
の
研

究
室
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
事
業
所
に
配

属
さ
れ
て
一
年
半
が
経
つ
の
で
す
が
、
工
事
が
進
む
に
つ

れ
て
変
わ
っ
て
い
く
景
色
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
感
動

し
ま
し
た
。
元
々
憧
れ
て
い
た
大
工
の
仕
事
と
は
少
し
違

い
ま
す
が
、
自
分
が
関
わ
っ
た
事
業
が
形
に
な
っ
て
い
く

過
程
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
発
注
者
監
督
職
員

と
し
て
の
大
き
な
や
り
が
い
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
は
今
年
鹿
島
建
設
に
入
社
し
、
八
月
中
旬
か
ら
能
登

の
災
害
復
旧
の
現
場
に
着
任
し
ま
し
た
。
現
場
着
任
以
前

に
、
新
川
河
口
排
水
機
場
は
二
度
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
場
着
任
前
後
で
、
自
身
の
現
場

の
見
方
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
平

木
監
理
技
術
者
が
「
仕
事
を
進
め
る
と
き
、
自
分
の
考
え

を
も
つ
こ
と
が
大
切
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
に
、

自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
と
い
う
考
え
を
も
っ
た
上
で

他
現
場
の
お
話
を
伺
え
た
こ
と
は
、
自
身
の
現
場
着
任
前

後
で
の
成
長
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
仲
高
所
長
が
「
組
織
の
成
功
が
自
分
の
成
功
と

し
て
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
よ
う
に
、
自
分
の
意
見
を
持
ち
議
論
を
重
ね
な
が
ら

も
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
一
つ
の
構
造
物
を
完
成
さ
せ
る

こ
の
仕
事
は
や
は
り
魅
力
的
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今
の
私

事業所で山口技官（右奥）と山下技官（右手前）へインタビューしている様子

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

は
、
ま
だ
ま
だ
視
野
が
狭

く
、
目
の
前
の
こ
と
に
夢

中
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い
の
で
、
仲
高
所
長

の
言
葉
を
念
頭
に
置
い
て
、

チ
ー
ム
と
い
う
意
識
を
大

切
に
働
い
て
い
こ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
最
も
印
象
的
だ
っ
た
こ

と
は
、
受
注
者
側
と
発
注

者
側
が
相
談
し
や
す
い
関

係
性
を
築
く
こ
と
の
重
要

性
で
す
。
発
注
者
監
督
職

員
の
山
口
技
官
と
山
下
技

官
が
口
を
そ
ろ
え
て
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
は
、

平
木
監
理
技
術
者
は
、「
ど

ん
な
質
問
に
対
し
て
も

答
え
て
く
だ
さ
る
。」
と

い
う
こ
と
で
す
。
私
自

身
、
現
場
に
着
任
し
て
か

ら
、
自
身
の
担
当
工
区
に

関
し
て
質
問
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
一
方

で
、
質
問
に
答
え
る
こ
と

の
難
し
さ
も
痛
感
し
て
い

ま
す
。
日
々
現
場
の
状
況

が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
誰
よ
り
も
早
く
現
場
全
体
を
把

握
し
、
他
者
に
伝
え
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
発
注
者
に
信
頼
さ
れ
る
現
場
監

督
に
な
り
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
加
え
て
、
中
村
技

術
専
門
官
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
「
営
農
者
さ
ん
が
営
農

で
き
て
初
め
て
自
分
た
ち
の
仕
事
の
意
義
が
あ
る
。」
と

い
う
こ
と
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
全
て
に
言
え
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
構
造
物
が
完
成
し
て
終
わ
り
で
な
な
く
、
構

造
物
が
無
事
利
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
を
考
え
な
が
ら
も

の
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　
最
後
に
、
通
常
業
務
で
お
忙
し
い
中
、
ど
の
よ
う
な
質

問
に
も
丁
寧
に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
現
場
の
皆
様
、
事

業
所
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
一
般
社
団

法
人
土
地
改
良
建
設
協
会
様
、
そ
し
て
、
快
く
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
へ
送
り
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
職
場
の
皆
さ
ん
に
も
、

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

現在、輪島市の災害復旧現場で
能登の復旧・復興に向けて頑張っています

　弊社は事業を通じて培われた技術や経験、人材、ネットワークを活かし、社会貢献活動を積極的に
進めています。災害復旧・防災活動、地域貢献活動、環境保全活動、次世代教育、さらに財団を通じ
た文化芸術活動の支援にも取り組んでいるほか、社員によるボランティア活動の支援も実施していま
す。ここでは、次世代教育を目的に開催している「鹿島サマースクール」の取組をご紹介いたします。
本現場でも、2025年8月に開催されました。参加者には、実際に現場に足を運んでいただき、現場
見学の後、重機の運転席での記念撮影や、
施工機械の模型作成を楽しんでもらいま
した。
　当日は、２家族６名（うち小学生3名）
の参加がありました。終了後の参加者ア
ンケートでは、「知らない事が沢山知れ
た」、「暮らしを守るための大切な工事現
場なのだと知ることができた」、などの感
想をいただきました。
　建設業に興味を持ってもらい、将来の
担い手として活躍してもらえることを期
待しています。 サマースクールの様子

鹿島サマースクール2025～本物の建設現場を見に行こう～ 
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ら
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さ
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な
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。
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の
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報
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に
携
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ま
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。
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体
的
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は
、
小
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を
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と
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会
、

新
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の
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物
調
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企
画
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し
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改
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五
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で
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に
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こ
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思
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が
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み
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水
利
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の
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配
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一
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が
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つ
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で
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が
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が
進
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に
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変
わ
っ
て
い
く
景
色
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目
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当
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り
に
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、
感
動

し
ま
し
た
。
元
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憧
れ
て
い
た
大
工
の
仕
事
と
は
少
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違
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ま
す
が
、
自
分
が
関
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た
事
業
が
形
に
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て
い
く

過
程
を
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守
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
発
注
者
監
督
職
員

と
し
て
の
大
き
な
や
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が
い
だ
と
感
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い
ま
す
。
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は
今
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建
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に
入
社
し
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月
中
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の
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復
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現
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に
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ま
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た
。
現
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着
任
以
前

に
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新
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は
二
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見
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だ
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て
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ま
す
。
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か
し
、
現
場
着
任
前
後
で
、
自
身
の
現
場

の
見
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が
大
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く
変
化
し
た
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を
実
感
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ま
し
た
。
平
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理
技
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者
が
「
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事
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進
め
る
と
き
、
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分
の
考
え

を
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が
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と
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に
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す
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を
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と
は
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着
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で
の
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だ
と
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た
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ま
た
、
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所
長
が
「
組
織
の
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が
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分
の
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と
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て
も
感
じ
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と
が
で
き
る
」
と
お
っ
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た
よ
う
に
、
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の
意
見
を
持
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を
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な
が
ら

も
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同
じ
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向
を
向
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て
一
つ
の
構
造
物
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成
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る

こ
の
仕
事
は
や
は
り
魅
力
的
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今
の
私

事業所で山口技官（右奥）と山下技官（右手前）へインタビューしている様子
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ン
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を
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は
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だ
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だ
視
野
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、
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で
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長
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置
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て
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チ
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ム
と
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う
意
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に
働
い
て
い
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と
思

い
ま
し
た
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今
回
の
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ン
タ
ビ
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ー

で
最
も
印
象
的
だ
っ
た
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と
は
、
受
注
者
側
と
発
注

者
側
が
相
談
し
や
す
い
関

係
性
を
築
く
こ
と
の
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要

性
で
す
。
発
注
者
監
督
職
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の
山
口
技
官
と
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下
技
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が
口
を
そ
ろ
え
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お
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い
た
こ
と
は
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平
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監
理
技
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者
は
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ど
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な
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問
に
対
し
て
も
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え
て
く
だ
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る
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と
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う
こ
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で
す
。
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自
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、
現
場
に
着
任
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て
か

ら
、
自
身
の
担
当
工
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に

関
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て
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問
さ
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る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
一
方

で
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に
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え
る
こ
と

の
難
し
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も
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感
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い

ま
す
。
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現
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の
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が
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く
中
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誰
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場
全
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把

握
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に
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思
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重
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上
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現在、輪島市の災害復旧現場で
能登の復旧・復興に向けて頑張っています

　弊社は事業を通じて培われた技術や経験、人材、ネットワークを活かし、社会貢献活動を積極的に
進めています。災害復旧・防災活動、地域貢献活動、環境保全活動、次世代教育、さらに財団を通じ
た文化芸術活動の支援にも取り組んでいるほか、社員によるボランティア活動の支援も実施していま
す。ここでは、次世代教育を目的に開催している「鹿島サマースクール」の取組をご紹介いたします。
本現場でも、2025年8月に開催されました。参加者には、実際に現場に足を運んでいただき、現場
見学の後、重機の運転席での記念撮影や、
施工機械の模型作成を楽しんでもらいま
した。
　当日は、２家族６名（うち小学生3名）
の参加がありました。終了後の参加者ア
ンケートでは、「知らない事が沢山知れ
た」、「暮らしを守るための大切な工事現
場なのだと知ることができた」、などの感
想をいただきました。
　建設業に興味を持ってもらい、将来の
担い手として活躍してもらえることを期
待しています。 サマースクールの様子

鹿島サマースクール2025～本物の建設現場を見に行こう～ 
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